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予算審査で現場を調査（上河戸公園）



1 市長、平成 29年度予算の説明
（2月 9日）

平成
29年度

予算総額　657億8千万円を可決
どう生かすかまちの税金

会計区分 29年度
予算額

28年度
予算額 増減額 前年度比較

一般会計 431億 501億1,400万0 △70億1,400万0 △13.9%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 52億8,605万6 60億3,284万1 △7億4,678万5 △12.3%
後期高齢者医療 3億4,222万0 3億3,671万2 550万8 1.6%
介 護 保 険 29億9,020万8 29億1,093万3 7,927万5 2.7%
農業集落排水事業 1億3,587万9 1億5,793万8 △2,205万9 △13.9%
漁業集落排水事業 884万5 898万0 △13万5 △1.5%
下 水 道 事 業 114億6,792万4 92億6,396万6 22億395万8 23.7%
野蒜北部丘陵地区
土地区画整理事業 11億4,820万0 62億1,112万5 △50億6,292万5 △81.5%

東矢本駅北地区土
地 区 画 整 理 事 業 1,346万5 △1,346万5

大曲浜地区土地
区 画 整 理 事 業 13億76万3 27億5,030万0 △14億4,953万7 △52.7%

 合　　　計 657億8,009万5 778億26万0 △120億2,016万5 △15.4%

■ 平成 29 年度各種会計のあらまし ■
（単位：千円）

　

平
成
29
年
度
予
算
審
査
に
当

た
り
、
市
政
方
針
が
表
明
さ
れ
、

４
月
28
日
、
市
長
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
骨
格
的
予
算
編

成
と
な
り
、
当
初
予
算
は
継
続

的
事
業
費
や
維
持
管
理
費
を
中

心
と
し
た
た
め
に
大
幅
な
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
そ
の
他
復
興
に
か

か
わ
る
事
業
・
政
策
的
事
業
の

予
算
は
、
選
挙
後
の
６
月
定
例

議
会
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上

さ
れ
本
格
的
予
算
が
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
一
般

会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・

下
水
道
会
計
・
ほ
か
震
災
復
興

に
か
か
わ
る
事
業
特
別
会
計
を

含
め
8
会
計
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　

予
算
総
額
で
は
、
前
年
度
比

１
２
０
億
２
０
１
６
万
円
減
（
15

・
45
％
）
の
６
５
７
億
８
０
０
９

万
円
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い

る
。
前
述
の
骨
格
予
算
で
あ
る

為
、
通
常
の
予
算
と
比
較
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
歳
入
の
明
る
い

要
因
と
し
て
は
、
復
興
が
進
ん

で
き
た
こ
と
か
ら
、
自
主
財
源

の
主
た
る
市
税
は
前
年
比
４
・

１
％
増
の
35
億
７
８
２
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
る
こ
と
は
平
成
32

年
度
に
は
、
国
の
復
興
庁
が
閉

鎖
さ
れ
復
興
交
付
金
が
終
了
す

る
こ
と
で
す
。
な
お
、
事
業
費

目
の
内
訳
は
、
別
表
の
各
種
会

計
の
あ
ら
ま
し
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

市
長
当
初
予
算
提
案
理
由
説
明

総
額
６
５
７
億
８
千
万
円

前
年
度
比
１
２
０
億
２
千
万
円
減

▲平成 29年度の予算を説明する阿部秀保市長

　はじめに、市長が本会議上で
当初予算の説明を行いました。
　その後、全議員で構成する財
務常任委員会で当初予算の審査
を行いました。

骨
格
予
算=

市
長
選
挙
を

目
前
に
控
え
て
い
る
場
合
等

に
、
新
規
の
事
業
等
を
見
送

り
、
義
務
的
経
費
や
継
続
事

業
に
必
要
な
経
費
等
、
必
要

最
小
限
の
年
間
経
費
を
計
上

す
る
予
算
。

用
語
解
説
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23 財務常任委員会、分科会による
審査（2月17日～2月28日）

財務委員長報告、
採決（3月3日）

▲各分科会の審査報告をする、（上から順に）総
務分科会正・副委員長、民生教育分科会正・
副委員長、産業建設分科会正・副委員長

平成29年度一般会計収支状況

歳出合計

431億円

歳入合計

431億円

公債費
15億5,789万5  3.61%

市税
35億782万6 8.14%

地方譲与税及び交付金
9億9,292万6
2.30%

地方交付税
115億8,158万4

26.87%

国県支出金
65億136万7

15.08%

繰入金
180億9,713万9

41.99%

諸収入
4億9,019万
1.14%

市債
12億8,990万
2.99%

その他
6億3,906万8 1.48% 議会費

1億8,105万4　0.42%
総務費
38億1,394万1　8.85%

民生費
56億7,759万2

13.17%

衛生費
11億1,957万8
2.60%

労働費
1,887万5
0.04%

農林水産費
9億7,026万6
2.25%

商工費
3億6,783万9
0.85%土木費

233億4,946万5
54.18%

消防費
10億627万6
2.33%

教育費
19億8,296万3
4.61%

予備費
3,000万
0.07%

災害復旧費
30億2,425万6
7.02%

（単位：千円）

予算審査　財務常任委員長報告

原案可決すべきもの

▲審査結果を報告する
　佐藤富夫委員長

16 項目の意見・提
言を添え可決
　今回の予算審査は、一般会計

ほか国民健康保険、下水道、震

災関連事業など８つの特別会計

について行いました。予算総額

は別掲のとおりですが、もちろ

ん無条件で可決した訳ではなく、

住民の代表である議会の観点か

ら多数の意見、提言を付しての

予算承認と受け止めて頂き度い。

　市当局は、市民の声であると

捉え、今後の行財政運営に当っ

て頂きたい。

財
務
常
任
委
員
会
分
科
会
審
査

　

市
長
改
選
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
当
面
の
行
政
経
営
に
関
わ
る
予
算
の
計
上
い
わ
ゆ
る
骨
格
予

算
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
予
算
全
体
で
約
１
２
０
億
２
０
０
０
万

円
の
大
幅
減
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
６
月
に
は
補
正
に

よ
っ
て
通
常
の
予
算
に
戻
る
こ
と
を
想
定
し
、
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

財
務
常
任
委
員
会
で
は
、
従
来
通
り
「
総
務
」・「
民
生
教
育
」・

「
産
業
建
設
」
の
３
分
科
会
を
設
置
し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
集
中

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

財
務
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
か
ら
集
中
審
査
、
予
算
事
業
に
か

か
わ
る
現
場
調
査
、
分
科
会
報
告
書
の
内
部
調
整
そ
し
て
財
務
委

員
長
の
本
会
議
で
の
報
告
ま
で
、
都
合
６
日
間
の
日
程
で
精
力
的

に
審
査
し
た
。

　

内
容
の
主
な
も
の
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
こ
と
、
被

災
者
の
移
転
や
生
活
自
立
支
援
、復
興
防
災
関
連
事
業
、学
校
移
転
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
、
住
民
生
活
に
直
結
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
、
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
当
局
へ
の
提
言
を
含
め
議

論
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
は
財
務
委
員
長
報
告
の
通
り
で
す
。

財務常任委員長が本会
議上で、委員会の審査
結果を報告しました。
その後、当初予算を可
決するべきか否かの採
決を行いました。議員
は同委員会委員長の報
告等を参考にしながら
当初予算の可否を判断
しました。

財務常任委員会は全議
員で構成されていま
す。当初予算は規模が
大きいので、同委員会
を３つのグループ（分
科会）に分け、審査を
しました。審査終了後、
各分科会が報告を行い、
委員会として予算を原
案可決すべきか否かの
結論を出しました。
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3分科会
Pick Up
財務
常任委

員会予算審査　総務・民生教育・産業建設の各分科会は 2 月 17 日から同月 28 日までの期間
で内部審査と現場確認を実施しました。
　分科会審査の中で各分科会から出た意見・要望等をピックアップして紹介し
ます。

復興政策部復興政策課

移転対策部用地対策課

震災復興メモリアルパーク周辺整備事業
　市民から、寄贈された野蒜石の石蔵を保
存、伝承するとして、６月から着手夏休み
前完了を見込み、１千万円を計上した。
　審査において、早期の集客に疑問、整備
費用が多額である周辺道路事業が未整備で
あるとともに、奥松島運動公園災害復旧事
業や他の震災メモリアルパーク事業との一
体的整備と連携をとるべきとの意見が、多
数を占めた。
　市民要望の石蔵保存は、認めるが整備時
期については、再考を要するとした。

建設部下水道課
地方公営企業法適用化事業

　平成 32 年度に向けて、財政負担になら
ないように注視し、より良い方策を考える
べきである。
　また、下水道料金改定の背景には過去の
累積滞納に加え、平成 32 年度の公営企業
移行への準備要素もあると思われる。
　全部あるいは財務諸表による移行しても
将来の財政負担にならない様な方策を模索
すべきである。

市民生活部市民課
国民健康保険特別会計

　平成 30 年度からの広域化に向け、財政
調整基金の適正額や一般会計への繰り戻し
等、市民の不利益にならないように、庁内
での議論を深め、早めに方向性を定めるべ
きである。

防災集団移転元地管理事業
　元地の維持管理については、極力経費が
かからないように積極的に有効活用を図る
べきである。

▲野蒜石の石蔵の現場調査の様子（場所は震災復興
メモリアルパークの西側）

教育委員会学校教育課
学力向上推進事業

　市民から、寄贈された野蒜石の石蔵を保
存、伝承　学力向上に向けての努力は認め
るところである。更なる飛躍を目指して、
予算の増大等を含め、
あらゆる方策を模索す
べきである。

▲KDDI エボルバに貸し付ける移転元地調査の様子
（場所は野蒜字西余景）

4平成29年5月1日発行



円
を
減
額
し
予
算
総
額
を

21
億
６
９
３
５
万
１
千
円
と

し
、
繰
越
明
許
費
の
補
正
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

小
野
地
域
直
売
所
整
備
事
業
費
を
計
上

１
２
２
億
３
４
２
９
万
４
千
円
の
減
額
補
正

　

平
成
29
年
第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
ほ
か
8
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

各
種
会
計
の
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
予
算
で
は

小
野
地
域
直
売
所
整
備
事
業

費
お
よ
び
矢
本
消
防
署
鳴
瀬

出
張
所
新
築
事
業
費
等
を

計
上
し
て
い
ま
す
が
、
決

算
を
前
提
と
し
予
算
調
整

に
よ
り
、
既
定
の
予
算
総

額
か
ら
57
億
９
１
２
０
万

円
を
減
額
し
予
算
総
額
を

４
７
８
億
70
万
円
と
し
て
編

成
。
歳
入
で
主
な
も
の
は
震

災
復
興
特
別
交
付
税
を
減

額
、
国
庫
支
出
金
で
は
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
や
災

害
復
旧
費
補
助
金
を
計
上
、

県
支
出
金
で
は
漁
港
災
害
復

旧
事
業
費
補
助
金
を
減
額
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
も
減

額
。

　

歳
出
で
総
務
費
は
震
災
復

興
交
付
金
事
業
基
金
積
立
金

を
増
額
ま
た
小
野
地
域
直
売

一

般

会

計

所
整
備
事
業
費
を
計
上
、
民

生
費
で
は
介
護
施
設
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
整
備
支
援
補
助
金

を
、
農
林
水
産
業
費
で
は
農

業
用
機
械
器
具
購
入
費
を
減

額
。
土
木
費
で
は
小
松
赤
井

線
等
の
工
費
費
を
増
額
し
避

難
道
路
整
備
事
業
費
を
減

額
。
教
育
費
で
は
鳴
瀬
桜
華

小
学
校
接
続
道
路
事
業
費
を

減
額
し
矢
本
東
小
学
校
講
堂

改
造
工
事
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら

３
億
９
２
９
６
万
３
千

円
を
減
額
し
予
算
総
額
を

55
億
１
９
４
４
万
５
千
円
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

　

既
定
の
予
算
総
額
か

ら
１
１
５
万
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を

３
億
５
０
８
３
万
８
千
円
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　　

既
定
の
予
算
総
額
か

ら
９
８
９
７
万
１
千
円

を
減
額
し
予
算
総
額
を

29
億
９
６
８
５
万
５
千
円
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

既
定
の
予
算
総
額
か

ら
１
９
８
万
８
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
５
７
７
７
万
１
千
円
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

介
護
保
険
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業

特

別

会

計

　

既
定
の
予
算
総
額
か

ら
１
６
９
万
６
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を

７
２
８
万
４
千
円
と
し
て
編

成
し
ま
し
た
。

　

既
定
の
予
算
総
額
か

ら
36
億
５
４
４
６
万
円

を
減
額
し
予
算
総
額
を

54
億
７
０
８
６
万
２
千
円
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら

20
億
８
３
５
０
万
２
千

円
を
減
額
し
予
算
総
額
を

26
億
２
４
６
２
万
３
千
円
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

漁
業
集
落
排
水
事
業

特

別

会

計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら

２
億
６
９
３
５
万
1
千

大
曲
浜
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

会計区分 補正額 補正後の額
一般会計 △57億9,120万0 478億70万0

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 △3億9,296万3 55億1,944万5
後 期 高 齢 者 医 療 △115万0 3億5,083万8
介 護 保 険 △9,897万1 29億9,685万5
農 業 集 落 排 水 事 業 △198万8 1億5,777万1
漁 業 集 落 排 水 事 業 △169万6 728万4
下 水 道 事 業 △36億5,446万0 54億7,086万2
野 蒜 北 部 丘 陵 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業
特 別 会 計

△20億8,350万2 26億2,462万3

大 曲 浜 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業
特 別 会 計

△2億836万4 21億6,935万1

 合　　　計 △122億3,429万4 670億9,772万9

■ 3 月補正予算の状況 ■

第1回
定 例 会
補 正 予 算

（単位：千円）
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宮戸地区復興再生多目的施設の
指定管理者が決定

▲地域連携販売力強化施設（宮戸市民センター＋観光物販スペース）

○
東
松
島
市
宮
戸
地
区
復
興

再
生
多
目
的
施
設
（
地
域
連

携
販
売
力
強
化
施
設
）
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

東
松
島
市
宮
戸
地
区
復
興

再
生
多
目
的
施
設
（
地
域
連

携
販
売
力
強
化
施
設
）
が
完

成
す
る
の
に
伴
い
「
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
の

議
案
が
産
業
建
設
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
に

は
、
観
光
物
産
交
流
セ
ン

タ
ー
等
の
事
業
実
績
の
あ
る

奥
松
島
公
社
を
指
定
す
る
も

の
で
、
左
記
口
頭
意
見
を
付

し
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
仮
協
定
書
で
は
市
長
か
ら

副
市
長
へ
の
委
託
に
な
っ
て

お
り
商
取
引
上
違
和
感
が
あ

り
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

②
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

は
副
市
長
以
下
全
員
が
部
長

ク
ラ
ス
で
あ
り
外
部
委
員
を

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

○
東
松
島
市
宮
戸
地
区
復
興

再
生
多
目
的
施
設（
宮
戸
市
民

セ
ン
タ
ー
外
2
施
設
）の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

東
松
島
市
宮
戸
地
区
の
復

興
再
生
多
目
的
施
設
（
宮
戸

市
民
セ
ン
タ
ー
外
２
施
設
）

が
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
」
の
議
案
が
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

総
務
常
任
委
員
会
と
関
連
が

深
い
こ
と
か
ら
総
務
常
任
委

員
会
と
の
連
合
審
査
と
し
ま

し
た
。

　

本
条
例
は
、
①
宮
戸
市
民

セ
ン
タ
ー
②
新
規
就
農
者
技

術
習
得
施
設
③
農
林
水
産
体

験
施
設
の
３
施
設
の
指
定
管

理
者
と
し
て
宮
戸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
と
４
年
間

の
指
定
管
理
協
定
を
結
ぶ
も

の
で
あ
る
が
、
当
該
協
議
会

は
こ
れ
ま
で
も
協
力
推
進
事

業
等
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
き
た
組
織
で
あ
る
と
共

に
３
施
設
の
管
理
運
営
業
務

を
遂
行
で
き
る
も
の
と
確
認

し
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▲新規就農者技術習得管理施設 ▲地域連携販売力強化施設ではカキを焼いて食べること
ができます。（写真はイメージ）

　
平
成
29
年
第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
、
市
長
よ
り
議
案
が
提

出
さ
れ
、「
東
松
島
市
宮
戸
地
区
復
興
再
生
多
目
的
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
委
員
会
付
託
し
、
そ
の
他
の

議
案
を
書
面
、
質
疑
等
に
よ
り
審
議
、
全
議
案
可
決
し
ま
し
た
。

宮戸市民センター外 2施設

地域連携販売力強化施設

…宮戸コミュニティ推進協議会

…奥松島公社

6平成29年5月1日発行



　

平
成
29
年
第
1
回
定
例
会

お
よ
び
第
1
回
臨
時
会
に
お

い
て
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
議

や
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

し
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
た
め
、
賛
否
の
分

か
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

賛
否
が

分
か
れ
た
議
案

　
　
　
　

次
期
市
政
へ
の
引

継
ぎ
は
万
全
か
。

　
　
　
　

心
の
復
興
を
重
視

し
、各
施
策
を
行
う
。

　
　
　
　

平
成
29
年
度
は
骨

格
予
算
と
な
る
が
次

の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る

①
復
興
の
加
速
化
と
課
題
解

決
②
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
動

き
と
当
初
予
算
の
編
成
③
市

政
運
営
の
経
過
と
将
来
へ
の

展
望
④
分
野
別
施
策
⑤
東
松

島
市
の
持
続
的
な
発
展
に
つ

い
て
。

　
　
　

①
復
興
交
付
金
事

業
、
地
方
創
生
事
業

に
加
え
、
一
般
的
事
業
の
火

葬
場
建
設
整
備
を
は
じ
め
。

す
で
に
着
手
し
て
い
る
事
業

を
優
先
し
担
当
職
員
に
も
伝

え
て
い
る
。

②
特
に
各
種
基
金
の
復
興
支

援
と
い
う
色
合
い
の
強
い
も

の
が
多
く
、
震
災
後
の
生
活

基
盤
事
業
へ
の
資
金
と
し
て

QAQA

　
　
　
　
①
計
画
で
復
興
期

間
を
10
年
と
し
て
い

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

②
応
急
仮
設
住
宅
の
集
約
と

解
体
の
本
年
度
計
画
は
③
視

察
研
修
や
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
の
受
け
入
れ
体
制
は
④

市
長
の
理
想
と
す
る
、
地
域

自
治
協
働
の
姿
と
は
。

　
　
　
　

①
住
宅
の
再
建
や

１
次
産
業
の
基
盤
整

備
、
被
災
公
共
施
設
等
の
復

旧
は
計
画
通
り
進
ん
で
る
。

県
の
海
岸
堤
防
工
事
等
に

２
、３
年
の
遅
れ
が
発
生
し

て
い
る
。
復
興
交
付
金
は
10

年
期
間
限
定
な
の
で
そ
の
確

保
に
努
め
計
画
通
り
進
め
る

②
９
月
以
降
半
数
以
上
の
団

地
で
入
居
者
が
い
な
く
な
る

の
で
集
約
し
な
く
て
も
解
体

で
き
る
見
込
み
だ
。
特
定
延

長
に
該
当
す
る
入
居
者
に
対

し
て
は
最
終
意
向
確
認
に
よ

り
再
建
時
期
等
を
し
っ
か
り

QA

「
福
祉
・
子
育
て
環
境
、
防

災
環
境
、
自
然
環
境
再
生
、

活
性
化
産
業
」
の
５
つ
の
分

野
を
指
定
事
業
に
設
定
し
有

効
活
用
す
る
。

③
直
面
す
る「
少
子
高
齢
化
」

「
人
口
減
少
」
の
対
応
と
し

て
、
29
年
度
当
初
か
ら
自
治

会
制
度
が
開
始
さ
れ
る
が
、

地
区
と
行
政
が
話
し
合
い
を

継
続
し
、
必
要
な
支
援(

公

助)

を
行
う
。

④
第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ

く
８
つ
の
事
業
を
優
先
順
位

を
つ
け
推
進
す
る
。

　

自
治
法
派
遣
制
度
に
伴
う

職
員
の
派
遣
は
、
28
年
度
と

同
規
模
に
近
い
人
員
体
制
が

確
保
さ
れ
る
見
込
み
。

⑤
◆
合
併
後
か
ら
続
く
農
業

基
盤
整
備
の
継
続
。

◆
震
災
時
に
問
題
と
な
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
市
民
協

働
、
教
育
施
設
等
の
整
備
の

継
続
。

◆
復
興
の
た
め
に
ま
ち
づ
く

り
を
応
援
す
る
多
く
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
、
ソ
フ
ト
面
で

の
進
捗ち

ょ
く

に
期
待
す
る
。

把
握
し
対
応
す
る
。

③
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
き
世
界
各
国
か

ら
視
察
者
を
、
東
松
島
み
ら

い
と
し
機
構
を
中
心
に
海
外

か
ら
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を

受
け
入
れ
て
い
る
。

④
こ
れ
ま
で
は
地
域
と
行
政

が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
と
し
て
き
た
が
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
組
織
と

も
そ
れ
ぞ
れ
協
働
し
て
い
き

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
行

う
「
総
働
」
を
実
現
す
る
こ

と
が
理
想
だ
。

Q A&

市
政
執
行
の
所
信
に

つ
い
て
伺
う

次
期
市
政
へ
の

引
き
継
ぎ
は
万
全
か

会 派 代 表

清新会代表
阿部勝德

復興クラブ代表
上田　勉

 会派代表質問とは、第 1 回定例会において行われる市長の市政方針に対し、会派の代表
者が行う質問です。

▲新しいふるさとづくりが進む移転先地

▲完成が待たれる海岸堤防
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第
１
回 

臨
時
会

　

３
月
21
日
臨
時
会
を
開

催
し
、
全
議
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

○
東
松
島
市
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
議
会
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
大

曲
排
水
区（
雨
水
排
水
）

下
水
道
雨
水
調
整
池
工

事
請
負
変
更
契
約
（
第

３
回
変
更
契
約
）
の
締

結
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
流
域
関
連
公

共
下
水
道
野
蒜
排
水
区

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
復
興

交
付
金
事
業
に
係
る
建

設
工
事
委
託
に
関
す
る

基
本
協
定
の
締
結
に
つ

い
て

○
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
第

Ⅰ
期
災
害
公
営
住
宅
等

譲
渡
代
金
確
定
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
（
東
松
島

市
矢
本
西
市
民
セ
ン

タ
ー
建
設
用
地
）
に
つ

い
て

○
財
産
の
取
得
（
立
沼
・

浜
市
線
整
備
事
業
（
牛

網
・
浜
市
工
区
）
用
地

―
第
５
回
取
得
）
に
つ

い
て

臨　
　
時　
　
会

○
市
道
路
線
（
長
浜
・
不
老

園
線
）
の
廃
止
に
つ
い
て

○
相
互
救
済
事
業
の
委
託
に

つ
い
て

○
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
被
災

市
街
地
復
興
土
地
区
画
整

理
事
業
に
係
る
工
事
等
業

務
委
託
変
更
契
約
（
第
５

回
変
更
契
約
）
の
締
結
に

つ
い
て

○
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
津
波

復
興
拠
点
（
南
側
交
通
広

場
等
）
整
備
事
業
に
係
る

工
事
等
業
務
委
託
変
更
契

約
（
第
３
回
変
更
契
約
）

の
締
結
に
つ
い
て

○
東
矢
本
駅
北
地
区
津
波
復

興
拠
点
整
備
事
業
に
係
る

工
事
等
業
務
委
託
変
更
契

約
（
第
３
回
変
更
契
約
）

の
締
結
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
野
蒜
処
理
分

区
（
流
関
公
下
）
下
水
道

管
渠
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

○
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
下
水

道
施
設
（
雨
水
・
汚
水
）

整
備
事
業
に
係
る
工
事
業

務
委
託
変
更
契
約
（
第
３

回
変
更
契
約
）
の
締
結
に

つ
い
て

○
財
産
の
取
得
（
東
松
島
市

立
浜
市
小
学
校
災
害
復
旧

用
地
）
に
つ
い
て

利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業

漁
具
倉
庫
建
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
下
街

道
排
水
区
（
雨
水
排
水
）

下
水
道
雨
水
調
整
池
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
下
街

道
排
水
区
（
雨
水
排
水
）

下
水
道
管
渠
工
事
請
負
変

更　

契
約
の
締
結
に
つ
い

て◯市
道
路
線
（
西
余
景
14
号

線
外
1
）
の
認
定
に
つ
い

て○市
道
路
線
（
平
岡
・
新
大

浮
足
線
）
の
認
定
に
つ
い

て○市
道
路
線
（
東
名
・
長
石

線
外
２
）
の
認
定
に
つ
い

て○市
道
路
線
（
下
浮
足

２
４
８
号
線
）
の
認
定
に

つ
い
て

○
市
道
路
線
（
堺
堀
２
０
２

号
線
）
の
認
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
（
鳴
瀬
二
中
線

外
４
）
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線（
下
前
65
号
線
）

の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
（
下
前
・
土
手

下
64
号
線
）
の
廃
止
に
つ

い
て

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
の

指
定
に
関
す
る
基
準
並
び

に
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
東
松
島
市
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
東
松
島
市
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
石
巻
広
域
都
市
計
画
事
業

東
矢
本
駅
北
地
区
被
災
市

街
地
復
興
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
規
程
を
定
め
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
産
業
共
同

第
１
回
定
例
会

○
東
松
島
市
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
東
松
島
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
及
び
東
松
島
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
東
松
島
市
敬
老
祝
金
等
支

その他

した可決
議案
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一般質問

13 人の議員が発言
質問内容

1、情報の周知について

熊谷　昌崇 議員

Q
A 情
報
の
周
知
に
つ
い
て

周
知
の
方
法
を
検
討
し
て
い
く

　
　
　
　

国
県
市
町
村
の
制

度
に
つ
い
て
市
民
は

有
用
な
制
度
を
知
る
機
会
が

少
な
い
と
思
う
。
先
日
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
将
来
が
心

配
と
い
う
方
に
「
付
加
年
金

と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
で
す

よ
」
と
教
え
る
と
、「
そ
の

よ
う
な
情
報
は
ど
こ
も
教
え

て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
ね
」
と

い
う
声
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

今
年
の
確
定
申
告
か
ら
マ
イ

Q

ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
り
、
日
々
、
税
制
も
変
化

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
民

か
ら
見
れ
ば
、
国
県
市
の
縦

割
の
違
い
よ
り
も
、
市
民
に

有
用
な
情
報
が
一
冊
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
情
報
誌
が
あ
れ

ば
便
利
だ
と
思
う
。
市
民
の

利
益
の
た
め
に
も
作
成
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

市
長　

本
市
で
は
、

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
中
心
に
周
知
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

提
供
す
る
情
報
が
各
世
帯
の

全
て
の
方
が
目
に
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
全
て
の
市
民

に
行
き
届
い
て
い
る
と
は
言
い

難
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
の

で
、
更
な
る
周
知
の
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

▲兵庫県三田市の暮らしのガイドブック
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一 般 質 問

知りたいこと
　 のぞむこと

①情報の周知について
 熊谷　昌崇　P9

②新年度の実施計画に問う
 五ノ井　惣一郎　P10

③阿部市政３期、達成感は？
 小野　惠章　P10

④企業誘致事業の推進で雇用の拡大を
 古川　泰広　P11

⑤市内事業者の連携を図れ
菅原　節郎　P11

⑥鳴瀬地区のほ場整備事業を問う
 大橋　博之　P12

⑦更なる観光事業の展望について
 小野　幸男　P12

⑧学力向上について問う
 阿部　としゑ　P13

⑨重点施策の成果と課題は如何に
 多田　龍吉　P13

⑩体育施設の整備利用について
 熱海　重徳　P14

⑪災害ボランティアの方向性は
 佐藤　筐子　P14

⑫国保税軽減と被災者医療免除を
 長谷川　博　P15

⑬復興臨時バスのより良い見直しを
 佐藤　富夫　P15



1、阿部市政 3 期 12 年を総括
すべき

1、第 2 次総合計画の実施計画
に伺う

2、パークゴルフ場整備計画に
ついて

小野　惠章 議員

五ノ井惣一郎 議員

Q

Q

A

A

阿
部
市
政
３
期
、
達
成
感
は
？

新
年
度
の
実
施
計
画
に
問
う

ベ
ス
ト
は
つ
く
し
た

復
旧
、
復
興
を
重
点
化
の
予
算
編
成

　
　
　
　

阿
部
市
政
の
終
焉

を
迎
え
る
。
新
市
長

の
も
と
、
新
た
な
施
策
が
打

ち
出
さ
れ
る
か
は
、
不
透
明

で
は
あ
る
が
、
市
長
自
ら
が

総
括
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
安
全
安
心
の
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て

②
産
業
基
盤
の
充
実
、
企
業

誘
致
に
つ
い
て

③
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
環

Q

　
　
　
　

①
３
年
計
画
の

「
実
施
計
画
」
の
２

年
目
に
入
る
が
、
全
般
に
ど

の
よ
う
な
計
画
を
も
っ
て
進

め
る
の
か
②
区
長
制
度
は
、

４
月
か
ら
各
地
区
自
治
会
に

移
行
さ
れ
る
が
、
問
題
な
く

移
行
さ
れ
る
の
か
③
各
仮
設

住
宅
、
退
去
の
状
況
、
課
題

等
は
な
い
か
。

　
　
　

市
長　

①
住
居
の
再

建
や
イ
ン
フ
ラ
の

QA

境
（
学
力
向
上
）
の
充
実

④
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

強
化
に
つ
い
て

⑤
松
島
基
地
と
の
関
係

　
　
　

市
長　

①
公
民
館
を

市
民
セ
ン
タ
ー
活

動
拠
点
と
し
、
有
効
活
用
。

地
域
課
題
を
自
ら
解
決
し
て

い
く
地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
を
創
設
。
真
の
地
域

分
権
が
実
現
で
き
る
た
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進

A

復
旧
・
復
興
関
連
事
業
を
最

優
先
、
今
後
も
残
る
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
、
避
難
道
路

の
整
備
等
の
加
速
化
、
産
業

の
復
興
、
交
流
人
口
の
復
興

対
策
を
進
め
る
②
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
は
本
市
も
社

会
問
題
で
あ
る
、
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
地
区
自
治
会

制
度
は
、
役
員
の
担
い
手
不

足
や
業
務
量
の
偏
り
の
解
消

と
、
地
区
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

②
ほ
場
整
備
率
は
、
38
％
か

ら
61
％
に
向
上
。
他
多
数
。

③
障
が
い
者
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
。
保
育
所
の
民

営
化
。
学
力
向
上
に
は
課
題

が
残
る
。

④
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
。

⑤
９
条
交
付
金
の
運
用
見
直

し
で
、
施
設
管
理
や
子
ど
も

医
療
費
の
財
源
と
し
て
活

用
。

ま
な
課
題
解
決
を
進
め
る
狙

い
が
あ
り
、
活
動
内
容
や
交

付
金
の
活
用
方
策
等
を
地
域

と
行
政
が
話
し
合
い
検
証
し

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
の
認
識
で
あ
る
③
国
の
供

与
期
間
は
６
年
間
で
終
了
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

る
。
居
住
者
の
再
建
時
期
等

を
総
合
的
に
調
整
し
入
居
者

の
同
意
を
得
て
集
約
を
行
い

解
体
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

▲東松島市の新しい顔はだれに？

▲赤井川前線流域下水道の工事現場

13 議員が市政をただす
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1、事業者間の連携を

1、企業誘致の推進について
2、7 団地の課題について

菅原　節郎 議員

古川　泰広 議員

Q

Q

A

A

市
内
事
業
者
の
連
携
を
図
れ

企
業
誘
致
事
業
の
推
進
で
雇
用
の
拡
大
を

ま
ず
お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら

組
織
体
制
を
強
化
し
企
業
誘
致
を
推
進
す
る

　
　
　
　

過
日
、
市
内
事
業

者
間
の
橋
渡
し
役
を

務
め
る
機
会
が
あ
っ
た
。
双

方
と
も
同
じ
市
内
で
事
業
を

展
開
し
な
が
ら
も
、
お
互
い

を
よ
く
知
ら
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
市
内
事
業
者
の
中

に
は
画
期
的
な
技
術
や
こ
だ

わ
り
抜
い
た
製
品
を
生
産
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
数
多
い
。

　

こ
れ
ら
事
業
者
間
の
連
携

を
深
め
る
機
会
の
創
出
を
行

Q

　
　
　
　

①
企
業
誘
致
事
業

推
進
の
強
化
を
図
る

た
め
に
組
織
体
制
を
確
立
せ

よ
②
企
業
誘
致
は
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
効
果
が
大
き

い
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
強

化
を
図
る
べ
き
③
長
野
県
岡

谷
市
に
お
い
て
は
、
年
間
企

業
訪
問
回
数
が
２
５
８
回
～

１
２
１
４
回
も
訪
問
し
７
年

間
で
23
社
も
誘
致
し
て
い
る

例
も
あ
る
。
企
業
訪
問
は
重

Q

政
が
担
う
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

連
携
に
よ
る

取
引
の
拡
大
や
新

商
品
の
開
発
に
よ
る
売
上
お

よ
び
販
路
の
拡
大
は
、
商
工

業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
考
え
る
。
商
工
会
や
観

光
物
産
協
会
と
も
協
力
し
、

６
次
産
業
化
の
推
進
や
観
光

事
業
の
推
進
等
産
業
振
興
に

A

要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

企
業
訪
問
を
強
化
す
べ
き
④

企
業
訪
問
時
に
は
企
業
だ
け

で
な
く
経
済
産
業
局
や
県
事

務
所
な
ど
関
係
機
関
も
訪
問

し
、
情
報
収
集
に
努
め
る
べ

き
⑤
誘
致
企
業
に
は
優
遇
支

援
策
を
検
討
す
べ
き
。

　
　
　

市
長　

①
「
地
域
に

し
ご
と
を
つ
く
る
」

等
の
地
方
創
生
事
業
を
推
進

す
る
う
え
で
も
組
織
体
制
の

A

波
及
さ
せ
、
地
方
創
生
事
業

の
実
現
に
も
つ
な
げ
た
い
。

　

市
内
に
は
、
１
１
７
０
の

事
業
者
が
あ
る
が
、
市
内
に

ど
の
よ
う
な
事
業
者
が
い
る

の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
、
そ
の
方
法
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
、
事
業
者
間
の

連
携
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

強
化
・
確
立
を
検
討
す
る
②

効
果
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
③
組
織
体
制
の

強
化
を
図
り
な
が
ら
誘
致
活

動
の
推
進
を
図
る
④
経
済
産

業
省
や
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー

等
を
訪
問
し
情
報
収
集
や
本

市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
⑤

今
後
、
雇
用
奨
励
金
制
度
の

創
設
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

▲１＋１が３にならないかなあ～

▲整備が進む大曲工業団地

一 般 質 問
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1、各漁港の安全対策について
2、更なる観光事業の展望につ

いて

1、鳴瀬地区のほ場整備事業を
問う

小野　幸男 議員

大橋　博之 議員

Q

Q

A

A

更
な
る
観
光
事
業
の
展
望
に
つ
い
て

鳴
瀬
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
を
問
う

地
域
商
社
と
し
て
役
割
を
果
た
す

採
択
に
向
け
強
力
に
推
進
す
る

　
　
　
　

①
浜
市
漁
港
の
将

来
性
は
。

②
各
漁
港
へ
の
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
は
。

　
　
　

市
長　

①
震
災
前
の

砂
州
を
復
旧
す
る

案
が
両
河
川
管
理
者
か
ら
了

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
事
業

申
請
中
で
あ
る
。

②
防
犯
灯
の
整
備
と
併
せ
、

復
興
交
付
金
に
代
わ
る
別
事

業
で
の
対
応
を
検
討
す
る
。

QA

　
　
　
　

平
成
26
年
第
４
回

定
例
会
に
お
い
て
県

営
ほ
場
整
備
事
業
を
強
力
に

推
進
せ
よ
と
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
現
在
市
内
に

お
け
る
ほ
場
整
備
実
施
地
区

は
８
地
区
と
な
り
最
終
的
な

整
備
率
は
80
％
を
超
え
る
こ

と
を
数
値
目
標
と
す
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

未
整
備
で
あ
る
鳴
瀬
地
区
の

上
下
堤
・
川
下
地
区
・
西
福

Q

　
　
　
　

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
の
進
捗ち

ょ
く

度
合

は
②
自
然
の
家
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
は

③
複
合
施
設
内
の
食
堂
部
門

の
対
策
に
つ
い
て
④
奥
松
島

公
社
の
新
た
な
取
り
組
み
の

方
向
性
は
。

　
　
　

市
長　

①
コ
ス
ト
の

か
か
ら
な
い
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
を
活
用
し
24

時
間
通
訳
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
へ

QA

田
下
・
新
田
・
高
松
地
区
の

ほ
場
整
備
事
業
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

方
を
伺
う
。

①
各
地
区
で
の
事
業
採
択
の

目
標
年
度
は
②
矢
本
地
区
と

の
整
備
時
期
の
バ
ラ
ン
ス
は

③
県
、
土
地
改
良
区
、
Ｊ
Ａ

等
と
の
連
携
体
制
は

　
　
　

市
長　

①
上
下
堤
・

川
下
地
区
は
す
で

に
推
進
委
員
会
が
設
立
さ
れ

A

の
登
録
を
推
進
す
る
。

②
大
変
魅
力
的
な
施
設
と
な

る
こ
と
か
ら
自
然
の
家
を
活

用
し
た
観
光
客
誘
致
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
模
索
中
で
あ
る
。

③
宮
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
と
引
き
続
き
相
談
す

る
。

④
奥
松
島
公
社
が
発
起
人
と

な
り
「
観
光
奥
松
島
の
会
」

が
結
成
さ
れ
地
域
活
性
化
の

牽
引
役
と
し
て
期
待
す
る
。

平
成
34
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
作
業
を
進
め
て
い
る
。

西
福
田
下
区
・
新
田
区
は
土

地
改
良
区
へ
加
入
を
実
現
し

平
成
35
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
作
業
を
進
め
て
い
く
。

②
西
小
松
地
区
は
平
成
31
年

度
深
谷
地
区
は
平
成
32
年
度

の
事
業
採
択
を
目
指
す
③
こ

れ
ま
で
ど
お
り
関
係
機
関
の

連
携
を
密
に
し
事
業
を
推
進

す
る
。

▲早期解決が待たれる浜市漁港

▲西矢本地区のほ場整備事業の様子
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1、本年度重点施策の成果と課
題について

1、学力向上について問う

多田　龍吉 議員

阿部としゑ 議員

Q

Q

A

A

重
点
施
策
の
成
果
と
課
題
は
如
何
に

学
力
向
上
に
つ
い
て
問
う

集
団
移
転
団
地
の
宅
地
整
備
完
成

家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
は
か
る

　
　
　
　

市
政
運
営
の
基
本

方
針
と
し
て
五
つ
の

重
点
施
策
を
示
し
た
が
、
成

果
と
課
題
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
防
災

自
立
都
市
づ
く
り
の
推
進
で

は
集
団
移
転
団
地
の
宅
地
整

備
が
完
了
し
、
残
る
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
の
推
進
を
図

る
。
電
源
供
給
で
き
る
ス

マ
ー
ト
防
災
エ
コ
タ
ウ
ン
も

QA

　
　
　
　

本
市
教
育
委
員
会

や
民
生
教
育
常
任
委

員
会
も
、
学
力
向
上
に
向
け

学
力
上
位
の
秋
田
県
横
手
市

等
を
視
察
研
修
し
て
い
る
。

　

各
方
面
で
努
力
は
し
て
い

る
が
、
全
国
平
均
、
県
平
均

を
下
回
る
状
態
に
あ
る
。
そ

の
原
因
は
、
児
童
生
徒
の
学

習
習
慣
や
基
本
的
な
生
活
習

慣
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

夢
や
希
望
を
も
ち
、
目
標

Q

完
成
し
た
。
多
重
防
御
施
設

も
姿
が
見
え
つ
つ
あ
る
が
防

潮
堤
復
旧
や
避
難
道
路
の
整

備
は
時
間
を
要
し
て
い
て
道

半
ば
だ
。

②
若
い
世
代
の
定
住
促
進
で

は
、
定
住
化
促
進
事
業
費
補

助
金
を
新
設
し
８
件
の
申
請

で
、
子
育
て
世
代
が
転
入
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、
子

育
て
支
援
、
保
育
園
の
整
備

に
向
か
っ
て
勉
強
を
や
り
た

い
と
思
う
環
境
を
つ
く
っ
て

や
る
の
も
我
々
の
務
め
と
考

え
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
夜
間
の
取
り
扱
い
、
授
業

力
、
教
師
力
の
向
上
、
教
育

予
算
の
確
立
。
こ
れ
ま
で
と

違
っ
た
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
使
用
に
つ
い
て
、
家
庭

生
活
の
中
で
親
と
子
が
ル
ー

A

を
拡
充
で
魅
力
を
高
め
る
。

③
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て
は
、
２
年
に
亘
り
県
平
均

値
を
下
回
っ
た
が
、
内
臓
脂

肪
症
候
群
は
男
女
合
わ
せ
て

第
３
位
で
鋭
意
改
善
を
図
る
。

④
自
治
協
働
の
推
進
で
は
、

自
治
会
制
度
導
入
に
向
け
合

意
形
成
を
進
め
て
い
る
。

⑤
産
業
振
興
の
推
進
で
は
農

漁
業
の
基
盤
復
旧
が
進
む
。

企
業
誘
致
は
14
社
決
定
。

ル
を
決
め
て
管
理
す
べ
き
。

　

教
師
と
し
て
の
力
量
ア
ッ

プ
の
た
め
、
授
業
研
修
の
充

実
等
を
図
り
た
い
。
自
由
に

使
え
る
教
育
予
算
は
な
い
。

　

今
後
予
算
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。
児
童
・
生
徒
の
学

習
意
欲
の
喚
起
、
授
業
力
の

向
上
、
基
本
的
生
活
習
慣
を

土
台
と
し
た
家
庭
学
習
の
習

慣
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

▲完成した野蒜ケ丘の住宅建築ラッシュ

▲学力向上に向けて

一 般 質 問
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1、精神障害への理解を広げて
2、男女共同参画基本計画第 3 次

案について
3、災害ボランティアの方向性

を示せ

1、体育施設の整備利用につい
て

佐藤　筐子 議員

熱海　重徳 議員

Q

Q

A

A

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
向
性
は

体
育
施
設
の
整
備
利
用
に
つ
い
て

登
録
制
度
の
創
設
な
ど
を
検
討
す
る

優
先
順
位
を
決
め
対
応
す
る

　
　
　
　

一
月
末
に
仙
台
で

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
可
能
性
」
と
い
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
参
加
し
た
。

　

熊
本
・
岩
手
・
宮
城
の
各

社
協
か
ら
と
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
な
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
鳥
取

県
か
ら
で
各
人
の
意
見
は
と

て
も
参
考
に
な
り
有
意
義

だ
っ
た
。
東
松
島
市
に
も
市

外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

Q

　
　
　
　

①
鷹
来
の
森
運
動

公
園
に
お
い
て
、
整

備
要
望
の
対
応
に
つ
い
て
。

②
ス
ポ
ー
ツ
協
定
後
の
日
本

体
育
大
学
と
の
連
携
行
事
に

つ
い
て
。

③
休
館
日
の
利
用
に
つ
い
て
。

④
移
転
後
の
鳴
瀬
小
中
学
校

の
体
育
館
・
校
庭
の
利
活
用

に
つ
い
て
。

　
　
　

教
育
長　

①
要
望
に

対
し
て
は
市
単
独

QAA

て
活
動
し
た
方
々
、
あ
る
い

は
市
外
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
き
た
経
験
者

か
ら
市
民
向
け
の「
方
向
性
」

を
考
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
い

い
の
で
は
と
考
え
る
が
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

市
長　

災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
が

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
15
年
・
23
年
の
災
害

A

事
業
費
の
支
出
に
な
る
た

め
、
な
か
な
か
改
善
に
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
は
社
会
体

育
施
設
全
体
で
優
先
順
位
を

決
め
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

②
協
定
初
年
度
で
大
学
側
も

年
間
行
事
が
決
ま
っ
て
お

り
、
連
携
が
困
難
だ
っ
た
。

今
後
は
学
校
や
地
域
、
体
育

協
会
か
ら
要
望
等
も
把
握

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
事

業
を
展
開
し
て
い
く
。

に
は
延
べ
10
万
人
を
超
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ

り
被
災
者
の
生
活
再
建
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

東
松
島
市
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
に
よ
り
被
災

し
た
自
治
体
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

開
催
登
録
制
度
の
創
設
を
検

討
。

③
特
別
措
置
的
な
利
用
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
予

約
等
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　

市
長　

④
移
転
後
の

利
活
用
は
校
舎
も

含
め
て
一
体
方
式
、
分
離
方

式
の
両
面
か
ら
模
索
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
意

見
も
把
握
し
つ
つ
、
地
域
活

性
化
に
寄
与
す
る
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

A

▲鷹来の森運動公園屋内運動場

▲仙台市で開催された災害シンポジウム
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▲被災者の医療費、介護サービス利用料免除は継続

1、本市の地域公共交通機関の
あり方について

2、宮野森小学校の安全通学に
ついて

3、デンマークとの交流について

1、国保税引き下げと被災者の
医療・介護一部負担金免除
継続について

2、地域農業の担い手確保につ
いて

佐藤　富夫 議員

長谷川　博 議員

Q

Q

A

A

復
興
臨
時
バ
ス
の
よ
り
良
い
見
直
し
を 国

保
税
軽
減
と
被
災
者
医
療
免
除
を

平
成
29
年
４
月
に
見
直
す

国
保
の
議
論
は
困
難
、
免
除
は
継
続

　
　
　
　

ら
く
ら
く
号
を
は

じ
め
本
市
は
３
つ
の

地
域
交
通
機
関
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
交
通
弱
者
の
た
め
の

物
で
あ
る
が
、
利
用
者
か
ら

は
、
い
さ
さ
か
評
判
が
良
く

な
い
。

①
戸
口
か
ら
戸
口
ま
で
の
筈

が
乗
降
場
所
と
時
間
、
荷
物

の
制
限
な
ど
が
あ
り
、
特
に

障
害
者
や
高
齢
者
に
と
り
使

い
勝
手
が
悪
い
。

Q

　
　
　
　

県
内
２
番
目
に
高

い
国
保
税
、
社
会
保

険
料
と
の
比
較
は
ど
う
か
。

国
の
財
政
措
置
も
あ
る
一
方

で
、
基
金
積
み
立
て
は

５
億
１
６
０
０
万
円
に
も
な

る
。

　

基
金
を
過
大
に
持
つ
必
要

は
な
い
、
一
部
を
取
り
崩
し

て
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
図

る
べ
き
。
国
か
ら
被
災
自
治

体
向
け
に
８
割
の
財
政
支
援

Q

②
利
用
者
は
年
間
を
通
し
て

1
日
平
均
、
約
2
人
の
も
の

も
あ
り
、
1
人
を
運
ぶ
の
に

１
７
０
０
０
円
の
経
費
が
掛

り
費
用
対
効
果
が
問
題
。

③
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
行
政
の
原
則
、
全
く
逆

で
あ
る
の
で
改
め
よ
。
運
行

費
用
約
１
０
０
０
万
円
も
あ

る
が
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

を
利
用
者
数
で
算
出
す
れ
ば

約
80
万
～
１
０
０
万
円
で
済

が
決
ま
っ
た
。
依
然
厳
し
い

暮
ら
し
の
被
災
者
へ
の
医
療

費
等
の
一
部
負
担
を
29
年
度

も
継
続
す
べ
き
だ
。

　
　
　

市
長　

モ
デ
ル
ケ
ー

ス
の
比
較
で
社
保

は
約
11
万
円
。
28
年
度
決
算

で
基
金
は
さ
ら
に
５
千
万
円

積
み
増
し
と
な
る
見
込
み
。

し
か
し
、
平
成
30
年
度
施
行

の
国
保
県
単
位
化
に
備
え
、

現
時
点
で
税
率
改
正
の
議
論

A

み
大
幅
な
費
用
対
効
果
が
見

込
ま
れ
る
。
平
成
29
年
度
で

約
４
４
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
全
く
の
無
駄
。

市
長
の
任
期
は
４
月
28
日
ま

で
、
交
通
弱
者
に
や
さ
し
い

運
行
方
法
を
含
め
て
、
早
急

に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

市
長　

タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
を
含
め
て

４
月
段
階
で
見
直
し
を
考
え

る
。 A

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
被

災
者
の
国
保
医
療
費
窓
口
負

担
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
免
除
措
置
は
新
年
度
も
引

き
続
き
継
続
す
る
。

▲福祉バスは、交通弱者にやさしく、費用対効果を考えて

一 般 質 問
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■
議

会
広

報
紙

東
松

島
市

議
会

だ
よ

り
No.44

2017年
5

月
1

日
発

行
　

年
4

回
発

行
■

〒
981−

0503   宮
城

県
東

松
島

市
矢

本
字

上
河

戸
36−

1
☎

0225−
82−

1111 　
FAX0225−

82−
1125　

■
印

刷
　

㈱
鈴

木
印

刷
所

編
集
後
記

　

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
議
会
の
内

容
を
読
み
や
す
い
紙
面
で
届

け
た
い
と
の
思
い
で
取
り
組

ん
で
き
た
編
集
作
業
も
、
現

在
の
委
員
で
の
作
業
は
今
回

で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
４
年
間
、
広
報
常
任

委
員
会
の
活
動
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
て
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く

頃
に
は
、
新
し
い
市
長
、
議

員
が
選
出
さ
れ
、
新
体
制
で

の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
体
制

は
変
わ
っ
て
も
安
定
し
た
市

政
運
営
は
誰
も
が
望
む
と
こ

ろ
で
あ
り
、
新
体
制
に
課
せ

ら
れ
た
第
２
次
総
合
計
画
の

具
現
化
に
向
け
順
調
に
進
ん

で
い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
阿
部
勝
德
）

 

議
会
広
報
常
任
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会

委
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長　
　

上
田　
　

勉

副
委
員
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阿
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勝
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惠
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熱
海　

重
徳

委　
　

員　
　

古
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議会運営および活動状況 平成28年11月26日以降

11月26日	 	議会懇談会（矢本西市民センター・赤井市民	
	 	センター・小野市民センター）
12月 3日	 	「第4回東松島市観光と物産のPR会～東松島
　	 	食・観・遊～」及び「鍋のまち東松島」観光	
	 	プロモーションキックオフイベント
　　　4日	 	第21回ヤッくんカップ争奪家庭バレーボー	
	　　　　　	ル大会
　　　 	 	鳴瀬幼稚園クリスマスお祝い会
　　　 	 	第6回東松島市児童・生徒書道展表彰式
　　　7日	 	議会運営委員会
　　　8日	 	あかしや会・しいの実会・いちょうの会合同	
	 	クリスマス学習会
　　　 	 	総務常任委員会
		 	民生教育常任委員会
　　　9日	 	産業建設常任委員会
　　	12日	 	産業建設常任委員会
		 	議会運営委員会
　　	13日	 	松島基地新副司令挨拶来局対応
	 	松島基地餅つき
	 	デンマーク視察交流研修会
　　	26日	 	勝沼衆議院議員来局対応
　　	27日	 	奥松島地域営農再開実証プロジェクト報告会
　　	28日	 	平成28年仕事納めの式
		1月		1日	 	平成29年上下堤区民新年会
　　　4日	 	平成29年仕事始めの式
　　　6日	 	東松島市商工会平成29年賀詞交歓会
　　　7日	 	東松島市建設職組合平成28年度通常総会
　　　8日	 	平成29年東松島市消防出初式
	 	平成29年東松島市交通・防犯関係団体出動式
	 	平成29年東松島市成人式
　　　9日	 	東松島市立宮野森小学校新校舎竣工式
	 	東松島市立宮野森小学校新校舎落成式
　　	10日	 	広報常任委員会
	 	宮城県市議会議長会
	 	デンマーク視察交流研修会
　　	12日	 	平成29年松島基地新年祝賀会
	 	財務常任委員会研修会
　　	13日	 	第35回石巻地区広域行政事務組合消防職員
	　　　　　	意見発表会
	 	石巻広域管工事業協同組合安全祈願祭並びに	
	 	新年賀詞交歓会

　　	14日	 	東松島市PTA連合会セミナー
	 	商工会及び商工会青年部どんと祭火入れ式
　　	16日	 	産業建設常任委員会
	 	議会運営委員会
	 	石巻地方広域水道企業団議会諸説明来局対応
17～24日	 	デンマーク王国視察交流事業
　　	17日	 	全国市議会議長会基地協議会
		 	平成28年度矢本第二中学校区「心あったか	
	 	イートころ運動」実践発表会
18～19日	 	全国市議会議長会職員研修会
　　	20日	 	平成28年度鳴瀬未来中学校区「心あったか	
	 	イ―トころ運動」実践発表会
	 	東松島市民生委員・児童委員協議会新年会
　　	22日	 	平成29年第5回東松島市シルバー人材センター	
	　　　　　	新春懇親会
　　	23日	 	平成29年東松島市矢本婦人会新年会
	 	平成28年度石巻専修大学と圏域首長・議長
　　　　　	懇談会
　　	25日	 	都市計画審議会
	 	東松島市建設業協会新年会
　　	26日	 	総務常任委員会
	 	民生教育常任委員会
　　	27日	 	防災調整池太陽光発電所竣工式
	 	東松島市と大東文化大学との地域連携基本	
	　　　　　	協定書締結式
	 	平成28年度矢本第一中学校区「志教育・心	
	 	あったかイ―トころ運動」実践発表会
　　	28日	 	平成29年NPO法人東松島市体育協会新春懇談会
　　	30日	 	石巻地区広域水道企業団議会諸説明来局対応
　　	31日	 	石巻地区広域水道企業団議会運営委員会
	 	宮城県市議会議長会
		2月		1日	 	瀬戸市副市長及び議会議長来市
　　 	 	全国市議会議長会基地協議会
　　　2日	 	石巻地方広域水道企業団議会第1回定例会
　　　3日	 	石巻地区広域行政事務組合議会第1回定例会
	 	宮城県市議会議長会
	 	広報常任委員会
　　　6日	 	議会運営委員会
	 	石巻地方広域水道企業団議会第1回定例会
　　　7日	 	第37回「北方領土の日」宮城県利府集会
　　　8日	 	石巻地区広域行政事務組合議会第1回定例会
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